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令和７年度事業計画 
 

１．基本方針 

 

地域福祉とは、住民のくらしづらさを地域が解決する力を育てること

であり、住民が住民をたすけあえるしくみを構築することこそが福祉の

まちづくりです。 

私たち社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核団体として、地域

の人々が支え合いながら暮らしていける地域共生社会の実現に向けて取

り組みます。 

昨今、核家族化、高齢者のみの世帯や単身世帯の増加により、家族機

能が低下すると共に、公的サービスの充実や生活スタイルの多様化によ

り地域の「お互いさま」という相互扶助の基盤は脆弱化しつつあります。 

しかし、解決に取り組むべき生活課題は複雑さを増しており、既存の

制度の枠からはこぼれてしまう住民が存在しています。我々はこの状況

を住民同士のつながりで解決するべく、地域に出かけ、地域の顔をつな

ぐことでオーダーメイドの個別支援を行います。 

また、本年度は３年に一度となる芝山町社会福祉大会を挙行し、芝山

町の福祉関係者が一堂に会し福祉のまちづくりへの決意を新たにすると

ともに、同時開催となる「福祉に関する作品コンクール」では、広く作

品を募集することで小中学生の福祉意識の醸成を図ります。 

これまで住民と共に築いてきたネットワークを活かしつつ、行政機関

や各種社会福祉団体などと連携し、新たな課題にも迅速かつきめ細かく

対応し、本年度も更なる地域福祉の充実に努め、住民同士のたすけあい

により、つながっていることを実感できる町、こころの満足がある町、

すべての人が住みなれた地域で安心して暮らし続けることができる地域

社会の実現を目指します。 
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２．重点目標 

 ① 地域ぐるみ福祉事業の推進 

 ② 在宅福祉サービスの推進 

 ③ 地区社会福祉協議会の活動促進 

 ④ ホームヘルパー派遣事業の推進 

 ⑤ 福祉作業所の円滑運営 

⑥ 福祉センター「やすらぎの里」の円滑運営 

⑦ 屋内ゲートボール場「すぱーく芝山」の円滑運営 

⑧ シルバー人材センターの円滑運営 

 ⑨ 児童福祉の推進 

 ⑩ ボランティアの発掘と活動の促進 

 ⑪ 町福祉資金の効果的運用ならびに生活福祉資金、臨時特例つなぎ

資金の活用 

 ⑫ ふくし相談事業の推進 

 ⑬ 日常生活自立支援事業の円滑実施 

⑭ 災害ボランティアセンター運営シュミレーションの実施 

⑮ 高齢者に向けた防犯活動の推進及び相談事業の実施 

⑯ 図書出張貸出サービスの実施検討 

⑰ 身体障害者及びひとり親家庭等の援護の推進 

 ⑱ 福祉サービスに関する苦情への対応・解決 

 ⑲ 法外援護活動の推進 

 

３．会務の運営 

① 理事会、監事会、評議員会の開催 

 ② 各種委員会の開催 

 ③ 会員加入の促進 

 ④ 緊急時対応体制整備の推進 

 

４．諸活動の推進 

① 小地域福祉活動における地域福祉フォーラムの設置推進 
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② 在宅福祉サービスの推進 

 ③ ボランティア活動の推進 

 ④ 広報活動、啓発活動の推進 

 ⑤ 町生活支援等サービス協議体の運営 

 ⑥ 地域保健福祉活動の推進 

 ⑦ 保育所、小・中学校福祉教育の推進 

 ⑧ 共同募金運動への協力 

 ⑨ 赤十字の活動への協力 

 ⑩ 芝山町あしたばシニア連合会運営の協力 

 

５．研修活動 

① 地区社会福祉協議会委員研修会の開催 

 ② ボランティア研修会への参加 

 ③ その他、役職員の資質向上のため、各種研修会への参加 

 

６．育成援助活動 

① 地区社会福祉協議会運営および活動への援助協力 

 ② 町福祉資金の運用による低所得世帯への生活援助 

 ③ 弁護士法律相談の定期実施、ふくし駆け込みテレホンの常設等に

よる住民生活援助 

 ④ 日常生活自立支援事業実施による要支援者への援助 

 ⑤ 身体障害者福祉会・手をつなぐ親の会への援助協力 

 ⑥ ボランティアグループおよび個人ボランティアの育成援助 

 ⑦ 小・中学校福祉活動への援助協力 

 ⑧ 福祉に関する作品コンクールの開催 

⑨ 芝山町あしたばシニア連合会運営の協力 

 ⑩ 児童・青少年の育成援助 
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令和７年度月別事業計画 
７年 

 ４月 

一般会員募集依頼 

企画広報委員会 

広報編集会議 

弁護士法律相談（２２日） 

身体障害者ミニ・デイサービス 

ボランティア登録更新 

災害ボランティアセンター運営シュミレーション実施 

各種事業実績報告書提出 

決算 

シルバー人材センター総会（１５日） 

日本赤十字社一般会費募集 

５月 赤十字運動月間（～６月３０日） 

賛助会員募集 

弁護士法律相談（２７日） 

地区社協総会（７地区） 

日本赤十字社法人会費募集 

町あしたばシニア連合会総会 

６月 社会福祉大会実行委員会（第 1回） 

理事会 

評議員会 

社協だより「まごころの輪」第１３０号 

地区社協連絡協議会会議 

広報編集会議 

休日の料理教室開催 

小学生福祉体験学習会開催 

福祉に関する作品コンクール作品募集 

町身障福祉会総会 

千葉社協職員連絡協議会代議員会 

社会福祉法人現況報告書提出 

社会福祉法人変更登記 

７月 広報編集会議 
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社協だより「まごころの輪」号外発表 

弁護士法律相談（２９日） 

身体障害者ミニ・デイサービス 

敬老お祝い事業準備 

町生活支援等サービス協議体会議 

一日赤十字開催 

市町村社協事務局長会議 

８月 弁護士法律相談（２６日） 

ボランティア講座開催 

市町村社協貸付担当職員研修会 

山武地区社協事務局長会議 

９月 高齢者福祉週間 

敬老お祝い事業記念品配布 

社協だより「まごころの輪」第１３１号発行 

広報編集会議 

休日の料理教室開催 

弁護士法律相談（３０日） 

１０月 社会福祉大会実行委員会（第２回） 

赤い羽根共同募金運動開始 

広報編集会議 

住民意識・福祉ニード調査 

身体障害者ミニ・デイサービス 

千葉社協職員連絡協議会研修会 

１１月 はにわ祭り時広報啓発活動および福祉バザーの実施 

弁護士法律相談（２５日） 

要援護世帯、寝たきり高齢者、要援護児童等調査 

休日の料理教室開催 

地区社協合同研修会 

県社会福祉大会 

生活支援員（登録・現任）・担当者研修会 

市町村社協事務局長会議 

１２月 歳末たすけあい運動開始 
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理事会 

評議員会 

社協だより「まごころの輪」第１３２号発行 

広報編集会議 

弁護士法律相談（２３日） 

身体障害者ミニ・デイサービス 

８年 

１月 

社会福祉大会実行委員会（第３回） 

広報編集会議 

弁護士法律相談（２７日） 

身体障害者ミニ・デイサービス 

県ボランティアの集い 

市町村社協会長会議 

２月 第１２回芝山町社会福祉大会開催 

福祉に関する作品コンクール開催 

ひとり暮らし高齢者・身体障害者新春寄席招待会（ミニ・デイ

サービス・身体障害者ミニ・デイサービス）実施 

休日の料理教室開催 

福祉センター図書室蔵書点検 

山武地区社協会長事務局長会議 

３月 理事会 

評議員会 

福祉作業所運営委員会 

福祉センター「やすらぎの里」運営委員会 

給食サービス事業運営委員会 

社協だより「まごころの輪」第１３３号発行 

弁護士法律相談（３１日） 

町生活支援等サービス協議体会議 

保育所年長児へのボランティア活動感謝状贈呈 

令和８年度事業計画および予算書作成 

市町村社協ボランティア担当職員研修会 
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【常 時】 

 ・要援護高齢者へのホームヘルパー派遣事業の実施 

 ・福祉作業所の運営 

 ・日常生活自立支援事業の実施 

 ・わんこｉｎサービスの実施 

 ・福祉用具バンクの実施 

・福祉センター「やすらぎの里」の貸館、図書の貸出 

・屋内ゲートボール場「すぱーく芝山」の運営 

 ・シルバー人材センターの運営 

 ・社協福祉サービスに関する苦情の受付・解決 

 ・介護用品等貸し出し事業の実施 

 ・ボランティアの登録および活動斡旋 

 ・町福祉資金貸付事業の実施 

 ・生活福祉資金、臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施 

 ・ふくし駆け込みテレホンの設置（ふくし相談事業） 

 ・福祉カー「日テレ号」貸し出し事業の実施 

 ・高齢者への防犯啓発及び相談受付の実施 

 ・「声の広報」ならびに「声の文庫」の貸し出し 

【毎 月】 

 ・給食サービスの実施（月２回） 

 ・ミニ・デイサービスの実施 

 ・ひとり暮らし高齢者への誕生日プレゼント訪問 

 ・はなさくサロンの開催（第２木曜日） 

・視覚障害者への「声の広報」送付 

・楊名時健康太極拳教室の実施（毎週） 

・リハビリ教室の実施（月２回） 

・健康体操講座の実施（月２回） 
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・いきいきライフ調理実習教室の実施（月１回） 

 

【随 時】 

・各種委員会等の開催 

 ・関係機関との連絡調整 

 ・地区社会福祉協議会事業への援助協力 

 ・小・中学校福祉教育事業への援助協力 

 ・ボランティア団体等への助成、指導 

 ・保育所児・高齢者交流事業の実施 

 ・被災者への見舞金、援助物資の贈呈（共募、日赤） 

 ・ホームページ及び SNSによる情報提供 

 ・職員資質向上研修会への積極参加 

 

 


